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能登半島地震で損壊した河北潟干拓地堤防における植生断面調査

高橋 久・川原 奈苗

河北潟湖沼研究所

要約：2024年 1月1日に発生した能登半島地震による河北潟における堤防被害の被害状況の補足資料として，堤防
と湖岸植生についての断面図を作成した．
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はじめに

　2024年 1月1日に発生した能登半島地震は，震源地
から離れた石川県河北潟周辺においても甚大な被害をも
たらした．特に，内灘砂丘の内陸側の河北潟と接する裾
部の住宅地において大規模な側方流動を伴う液状化によ
る顕著な被害が確認されたことから，被害状況や被害の
メカニズムを解明するために複数の調査が実施されている
（たとえば，原ほか，2024；河内ほか，2024；窪田ほか，
2024；常田，2024；目代ほか，2025）．
　一方，河北潟干拓地においても干拓堤防の決壊，消
失などにより干拓地内への湖水の流入や農地や道路の
き裂，陥没などの被害が発生している．また，河北潟湖
岸の堤防においても大きな損傷が確認されている．しかし，
河北潟干拓地や干拓堤防，湖岸堤防の被害についての
調査報告は，高橋・川原（2024）と谷本ほか（2025）
以外は確認できない．河口域の低湿地を人が利用する
ためには，堤防の存在は欠かすことができないものであり，
今回の地震による堤防への被害についてはもっと取り上げ
られるべきであろう．
　河北潟湖沼研究所では，地震前から河北潟干拓地堤
防及び湖岸堤防と湖岸植生についての調査を実施してお
り（川原ほか，2008，川原・高橋，2009，2010；高橋・
川原，2011），湖岸植生が衰退傾向にあることを指摘し
てきた．また，地盤沈下や湖岸植生の衰退が堤防の劣化
に繫がっている状況を指摘してきた（河北潟湖沼研究所，
2023）．地震後も同様の調査を実施しており，地震前後
の堤防の変化について高橋・川原（2024）において報
告した．ここでは，震災による堤防の損壊状況に関する補

足資料として，堤防と湖岸植生についての断面図をいくつ
かの地点について作成したので，現地の写真とともに報
告する．

調査方法

　2024年 1月17日から2025年 1月25日までに，河
北潟干拓地堤防及び防潮堤防，湖岸堤防について，オー
トレベル（ムラテックKDS（株）製 RX26）を用いて直
接水準測量を行った．測量と同時に植生断面調査を実施
した．これらの結果をもとに，図 1に示す 4地点について
植生入りの断面図を作成した．これらの地点については，
2010年に同様の方法により実施しており，当時の測量デー
タから作成した断面図を併せて図示した．各断面の番号
は 2010年の調査の際に設定したものである．

各断面についての解説

line25（西部承水路北部，図 2）
　2010年：鋼矢板がやや沈下し高水敷の一部が冠水し
ている．矢板より沖側にはヒメガマとヨシからなる抽水植物
帯が幅約 12 m存在していた．
　2024年：堤防が損傷したことから，水が堤防を越えて
干拓地側に入らないよう堤防があった場所に応急的にフレ
コン（大型土囊）が設置された．堤防の天端は水面と同
じくらいの高さまで沈下している．高水敷は水没していた
が，比較的乾いたところに生育するノイバラが確認された
ことから，地震前はノイバラがあるところまでは陸だったこ
とが考えられる．沖に向かいノイバラの間隔が空いている
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ことから，この付近はときどき水没するか，または浅く湛水
していたと思われる．ヨシやヒメガマは確認されなかった．

Line50（東部承水路南部，図 3）
　2010年：堤防全体に沈下が確認され，高水敷はわず
かに湛水していた．セイタカアワダチソウは鋼矢板の近くに
わずかにみられたが，高水敷のほとんどはタデ類やヨシ，ミ
ゾソバなど湿地性の種が多く生育しており，提体裾まで常
時高水敷が湛水していることが考えられる．鋼矢板より沖
側にはヒメガマが確認される．
　2025年：堤防法面の傾斜が緩くなり，堤防から鋼矢板
までの間が全体的に沈んでいる様子がわかる．堤防法面
にはコンクリートブロックによる護岸が施されているが，上に
土砂が堆積し見えない状態となっていた．コンクリートの沖
側突端は段差となり，高水敷はさらに沈み込んでいた．高
水敷であったところにはヨシやマコモなどの植生が生育し
水深が深くなっていた．この植生帯の中ほどにつる性草本
のゴキヅルが繁茂しており，その範囲のヨシは倒れていた．
降雪の影響によるものと思われる．鋼矢板の沖側のヒメガ
マは消失していた．

Line63（本湖に面した正面堤防の東側，図 4）
　2010年：調査前に実施された工事により，堤防法面
下から蛇篭の手前までの高水敷が盛土されていた．盛土
されてから日が浅く，高水敷の植生は貧弱であった．ヨシ
の高さは 20～ 30 cmで疎らに生育していた．蛇篭護岸
のところには高さ120～ 150 cmのヨシが密に分布してい
たが，鋼矢板より沖側には植生は確認されなかった．
　2024年：高水敷だったところの中ほどまで沈下により湛
水しているが，堤防斜面側は水没しておらず，堤防はそ
れほど沈下していなかった．高水敷が水没したところには
ヨシ群落がみられるが，蛇篭から沖側には確認されなかっ
た．蛇篭護岸は沖側に傾いて深くなっていた．

Line68（本湖に面した正面堤防の西側，図 5）
　2010年：堤防斜面下から矢板護岸までの高水敷はす
でに沈下し，堤防法面下まで水がきており，浮葉性水生
植物のヒシが確認された．堤防法面下から約 26 m区間
は，沖に向かって水深が徐 に々浅くなり，その先の約 4 m
範囲は陸となっていた．鋼矢板の沖側に植生は確認され
なかった．
　2020年：堤防斜面下から鋼矢板までの間が全体に水
没していた．高水敷だったところの植生がほとんど失われ，
株状にヨシが点在していた．堤防法面のコンクリートブロッ
ク護岸が壊れて形状が変わっていた．
　2024年：高水敷付近の水深が 110 cmあり，鋼矢板
の場所までは確認できなかった．沖側に株状のヨシが一
か所にのみ残っていた．地震により湖水面と同じくらいまで
堤防が沈下し，応急復旧によるフレコン（大型土囊）が
積まれ仮堤防がつくられていた．フレコンの近くには堤防法
面を護岸していたコンクリートブロックが散在していた．そ
の先にヒメガマが水深 85cmまでの範囲に確認された．

Line68（湖岸～防風林帯，図 6）
　2024年：湖岸のヒメガマは高さ約 300 cm，仮堤防と
車道との間に，水溜まりが生じていた（水深約 45 cm）．
アスファルト車道の湖岸側の端から，干拓地側にある防
風林帯にむかって約 50 m先まで徐 に々標高が下がり，2
箇所に水溜まりが確認された．車道に近い側の水溜まり
は奥行き4.5 mで，枯草に覆われていた．その水溜まり
と，その奥の水溜まりの間には，ヨシとサクラタデの群落が
確認された．奥の水溜まりは，奥行きが約 20 mあり，水

図 1．断面図を作成した地点．
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図 2．Line25（西部承水路北部）の断面図．

図 3．Line50（東部承水路南部）の断面図．
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深約 15 cm，水際からノイバラの枯れ木が続き，枯死した
と思われるエノキやアカメガシワの高木が確認された．ヨシ
は水辺に疎らに確認された．以上の様子から，おそらく地
震前は，車道とその干拓地側のヌルデとセイタカアワダチ
ソウが確認される辺りと同じくらいの標高であったことが考
えられる．水溜まりの中ほどの開放水面にはヒメガマが定
着していた．
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